
｢電子図書館ﾚﾎﾟ-ﾄ2005｣の発刊にあたって

1996年に本学で電子図書館が開設されてから今年は10年目である｡この10

年間で電子図書館を取り巻く環境は大きく変化した｡ 10年前はｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ

の商用化が始まったところであり､ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄは現在ほど発達してなく､

情報伝達および入手の主要手段ではなかった｡また現在の通信手段の主体であ

る携帯電話も目本でもまだ現在の1/10の約-千万加入程度であり､全国民が

使用する-般的通信手段ではなかった｡しかし､この10年間におけるこの2

つの情報通信環境の技術進歩とそれに伴う環境変化は目覚しいものがあり､社

会環境及び社会生活は革命的に変化した｡現在では､ほとんどの人々がﾎ-ﾑ

ﾍﾟ-ｼﾞで知りたい情報を検索して入手し､伝えたい情報も任意の時間にﾒ-ﾙ

で送受信している｡更に携帯電話は加入者が1億加入近くになり国民の通信手

段として定着している｡携帯電話はいっでもどこでも電話ができるだけでなく､

携帯ﾒ-ﾙにより情報伝達･入手も時間と場所を問わずに行えるようになった｡

以上の技術革新と環境変化は､図書館にも大きな影響をもたらしている｡学

術雑誌の電子化は､学会及び出版社で世界的に急速に進んでおり､現在では学

術雑誌はほとんど電子化されている｡これらの環境変化に対応して大学院大学

における図書館の利用形態は劇的に変化しようとしている｡すなわち､最新の

学術的研究情報の入手は､紙媒体の図書館からでなく学会･学術出版社･電子

図書館などが提供する電子ｼﾞｬ-ﾅﾙをｲﾝﾀ-ﾈｯﾄにより自席で直接閲覧

する方向に変化している｡

このため本学の電子図書館ｻ-ﾋﾞｽも開設当初の内容から変化している｡開

設当初は各種雑誌がほとんど電子化されていなかったため､電子図書館業務は

これら雑誌の電子化と学内ﾈｯﾄによる電子ｼﾞｬ-ﾅﾙ提供ｻ-ﾋﾞｽが主体で

あった｡しかし､現在では学術雑誌のほとんどが電子化されており､雑誌電子

化の業務は大幅に減少している｡現在増加している業務は授業ｱ-ｶｲﾌﾞの作

成･編集･運用に移行している｡現在大学院教育の充実･多様化･柔軟化が強

く求められており､これらを実現するためにはこの授業のｱ-ｶｲﾌﾞ化は重要

な責務であり､今後重点的に推進していく必要がある｡

更に､法人化した国立大学は限られた資源配分の中で高いﾊﾟﾌｵ-ﾏﾝｽを

達成し企業並みの経営効率が求められており､この目標を達成するためには､

情報基盤環境の特徴のある整備が必要不可欠である｡本学における電子図書館
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は､情報基盤環境の中核をなし､先端科学技術研究遂行に直結する多種多様な

情報をﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ情報として効率よく提供することも求められている｡今後の

電子図書館は､図書の単なる電子化部署ではなく､大学における情報基盤環境

の中核に据えて基盤情報提供部門に生まれ変わる必要がある｡すなわち電子図

書館の最終目標は､各研究者の研究業務遂行上の種々の情報を効率よく的確に

提供できるｼｽﾃﾑの構築であり､その実現に向けての努力が必要とされてい

る｡これこそが､本学附属図書館における研究開発室の使命であり､また､そ

の存在意義でもある｡

本ﾚﾎﾟ-ﾄは､附属図書館研究開発室の近年の活動をまとめたものである｡

現在運用している電子図書館ｼｽﾃﾑに直接関連する活動から､将来の電子図

書館ｼｽﾃﾑに資すると考えられる萌芽的研究までが含まれる｡このような開

発研究活動を今後も積極的に展開し､本学の電子図書館において成果を検証し､

わが国最高水準の電子図書館ｼｽﾃﾑの実現に引き続き逓進することを強く願

う｡

2005年12月1目

理事･副学長(附属図書館長)
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